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化」を推進している。具体的には「平成 18（2006）年から開始した Ruby City MATSUE プロジェクト２の取り組
みにより IT 企業の集積が進み，一定の雇用が創出されました。また，IT 人材の交流拠点『松江オープンソース
ラボ』の設置により，さまざまなコミュニティが形成されています。」とあるように，IT 分野に特化したまちづ
くりが進められている。松江市は，総務省の「お試しサテライトオフィス」３の採択を受け，2019 年度までに 30
社ほどの IT 企業の誘致が実現している。市は，2006 年 7 月に IT エンジニアの交流拠点として「松江オープンソ
ースラボ（松江市開発交流プラザ）」（JR 松江駅隣接／松江テルサ別館２階）４を設置している。ここでは小中学
生を対象としたプログラミング教室が定期的に開催されている。 
 「地域デザインの観点から見た Ruby City MATSUE プロジェクト」（本田・野田 2015）において，2006 年から
2015 年までの Ruby City MATSUE プロジェクトの取り組みが紹介され，地域デザインの理論枠組みに基づいた分
析がされている。論文では 2014 年は「若年層への教育が充実したものとなった一年」と評価され，松江市にお






ーが CSR として行う教育支援活動は「教育 CSR」と呼ばれ，第二期教育振興基本計画（平成 25 年６月 14 日閣





























































３．Ruby City MATSUE プロジェクトからはじまるプログラミング教育 
 松江市の Ruby を活用した小中学生のプログラミング学習は，Ruby City MATSUE プロジェクトの取り組みで
ある。プログラミング教育における官民学連携について考察するにあたり，2006 年から 2020 年までの事業展開
の経緯をおよその時系列に沿って示す（表１）。 
 




































































盛り込まれた。2007 年 7 月には「合同会社 Ruby
アソシエーション」が設立され，2011 年 7 月に
は「一般財団法人 Ruby アソシエーション」が設
立され業務移管された。2008 年 7 月 9 日認定の
松江市中心市街地活性化基本計画には，中心市









興味を持つきっかけとなるように，2011 年度に「開発フレームワーク」（Ruby on Rails による Web アプリケーシ
ョン開発を中心としたカリキュラム）が新たな講義として立ち上げられた。 





履修が終わった学生が Ruby や Ruby on Rails の理解をさらに深めようと，自主的にセミナーや勉強会を受
講したという報告もある。」「今後，講座を履修した学生がアシスタントとして後輩の指導にあたるなど，多
くの人が関わることができるような仕組みづくりが求められている。」 
と報告されている（Ruby Association 国立大学法人島根大学，2012）。島根大学の教育が「Ruby を活用する人材の





















地元の IT 企業に就職することを図る仕組みである。図２は，人材育成の構想である。 
2009 年８月には，「松江市 Ruby 技術者認定資格取得促進助成金」13の交付制度が定められた。 




















れた。連携団体として松江市内の IT 関連企業と NPO 法人 Ruby プログラミング少年団が協力した。 
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４．松江市のプログラミング教育における官民学連携についての考察 














（２）「学」とRuby City MATSUE プロジェクトのかかわり 
 第二の特徴は，人材育成という長期的な視点で行われている教育が発展したことである。島根大学は，Ruby 






専，高等学校，専門学校でも Ruby プログラミングの授業が行われるようになった。 
 松江市の地域振興策は，地元で人材育成をして地元の企業への就職につなげることを図っている。将来有望な
生徒を地元の高等学校や高等教育機関に進学してもらうため，中学生のうちに Ruby に興味をもってもらい，地
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 松江市は，2016 年の中学校でのプログラミング学習の開始においては，2014 年から松江市産業観光部の依頼
を受けた民間企業の技術者が教材開発を行っている。この事例では教育委員会や NPO ではなく，松江市が中間









































れる。少なくとも，「若年層に対するプログラミング教育の普及推進」事業実施団体別報告書（平成 29 年 12 月



































 実証実験には育成メンターとして，学校の教員 12 名，IT エンジニア６名，島根大学学生１名が参加した。育
成メンター向けアンケートの「実際にメンターを行うにあたって，不安はありますか」という問いに，「やや不安
がある」が 100％という結果で，不安をもっていない教員はいないと読みかえることができる。また，「具体的に



















































































































































平成 17（2005）年の国勢調査により第 2 次世界大戦戦後初めての人口減少という結果となり，老年人口の割合は全国平均 20.1％
より高い 22.4％という数値となり，現在の人口構成から推計するとさらに上昇を続け，少子高齢化が進行していくと見込み，
人口減少・少子高齢化対策が優先の課題だとしている。「松江市総合計画 2007－2016」の「前期基本計画（2007 年～2010 年）
の重点プロジェクトは「働く支援」「住む支援」「産み育てる支援」の３つの視点に整理されている。Ruby City MATSUE プロジ
ェクトは「働く支援」として主要事業の一つに位置づけられている。総合計画の「将来都市像実現のための基本目標（施策大
綱）」において，「活力ある産業と魅力ある観光で豊かな都市をつくる」として，「特に時間や距離の制約のない情報産業分野で




共団体を支援する「お試しサテライトオフィス」事業に取り組んでいる。松江市は平成 28 年 11 月にモデル団体に採択決定さ
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８Ruby の普及と発展のための組織として設立。Ruby コミュニティの形成を目指している。 
９起業家育成，起業化支援のための仕組みをいうビジネス用語。 







13交付の対象は，「学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 1 条に規定する小学校，中学校，高等学校，大学及び高等専門学
校並びに同法第 124 条に規定する専修学校に在籍し，かつ当該教育機関が推薦する児童，生徒又は学生」とされている。 
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＜Abstract＞ 
Ruby City MATSUE Project’s aims are regional development attracting IT companies and IT human resource development. Programming 
education for school children has started with the strong intention of the Mayor of Matsue City. Programming education of junior high school 
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in Matsue succeeded under the collaboration with public, private and academic sectors. Koji Takao, an engineer and chairperson of the non-
profit organization ‘Ruby Programming Shounendan’, helped school teachers conducting programming classes with study of teaching materials, 
teaching method, coding in Smalruby, etc. Smalruby is a free and block-based visual programming language, implemented in Ruby, created by 
Takao in 2014. With other engineers and students, he also conducts educational activities for children and their parents, in order that they 
recognize what programming is. He, as a member of CorerDojo Japan, also gives workshops in the area of Shimane prefecture. Shimane 
University and National Institute of Technology Matsue College include ‘Ruby’ and ‘Ruby on Rails’ in their curriculum. Shimane prefecture 
holds Smalruby Programming Koshien, a programming competition for students under the age of 18, every year. Some who once learned 
programming at junior high school have become IT engineers and got jobs in Matsue. Programming education has started at every elementary 
school in Japan in 2020. Teachers study how to teach programming for children, and engineers can support and advise them in Matsue. 
Concerning to programming education, Matsue holds a broader supporting system. The project is an educational program that is open to society. 
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